
  2013 年８月 28 号 

発行：滝沢村北部コミュニティセンター 〒020-0173 滝沢村滝沢字巣子 148 Tel 688-5111 

ホームページ  http://www.takizawa-hokubu.com/ 

    

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

楽
し
み
ま
し
た 

7
月
22
日
（
月
）
に
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
で
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
親
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
で
、
北
部
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
や
北
の
湯
の
利
用
者
な
ど
44
名
の
方
が
参
加
し
、

笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

朝
9
時
、
44
名
が
8
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ス
タ
ー

ト
。
コ
ー
ス
は
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
前
庭
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
と
そ
の
周
辺
を
使
っ
た
8
ホ
ー
ル
で
、
芝
の
上
で

プ
レ
ー
す
る
前
庭
の
コ
ー
ス
が
好
評
で
し
た
。 

賞
品
を
か
け

て

8

ホ
ー
ル

を

3

ラ
ウ
ン

ド
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
は
「
親
し

む
会
」
。
初
心
者

に
は
各
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー

ら
が
丁
寧
に
手

ほ
ど
き
を
し
な

が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
、
プ
レ

ー
を
重
ね
る
ご

と
に
参
加
者
同

士
が
打
ち
解
け

て
い
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が

6
本
も
飛
び
出

す
な
ど
、
和
や
か

な
中
に
も
真
剣

な
プ
レ
ー
も
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。 

途
中
霧
雨
が
降
り
、
終
了
間
際
に
は
本
降
り
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
大
満
足
で
し
た
。 

成
績
上
位
者
に
は
賞
品
、
全
員
に
参
加
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

◆
成
績
（
敬
称
略
） 

一
位 

66
点 

平
澤
勝
男
（
い
ず 

 

み
巣
子
Ｎ
Ｔ
） 

二
位 

67
点 

 

三
浦
康
夫
（
巣
子
） 

三
位 

67
点 

 

佐
藤
義
栄
（
巣
子
） 

ブ
ー
ビ
ー
賞 

 

角
掛
萬
蔵
（
南
一
本

木
） 

 

「夢
」を
テ
ー
マ
に 

先
月
開
催
さ
れ
た
、
み

の
り
ホ
ー
ム
の
夕
涼
み

会
に

合
わ
せ
て

一
本

木
・
柳
沢
両
保
育
園
と
一

本
木
小
学
校
1
・
2
年

生
が
、
「
夢
」
を
テ
ー
マ

に
絵
を
描
い
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
新
作
業
所
「
多
夢
多
夢
」
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
は
コ
ミ
セ
ン
の
ロ
ビ
ー
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
22
日
（
木
）
ま
で 

☀ 
 
 
 
 
 
 

☀ 
 

◆
今
月
の
「
滝
沢
村
の
文
化
財
展
」 

 

村
指
定
天
然
記
念
物 

山
神
神
社
の
ス
ギ
・ク
リ
・ベ
ニ
イ
タ
ヤ 

姥
屋
敷
地
内
に
あ
り
、
ス
ギ
・
ク
リ
と
も
樹
齢
や
太

さ
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま

っ
す
ぐ
に
立
っ
た
形
の
良
さ
は
、
古
く
か
ら
開
け
た
姥

屋
敷
の
人
々
の
心
の
支
え
で
あ
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

で
し
た
。 

 

ま
た
、
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
は
樹
齢
300
年
、
目
通
周
囲
3.91
ｍ
、

樹
高
25
ｍ
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
木
は
貴
重
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
カ
エ
デ
科
の
ベ
ニ
イ
タ
ヤ
は
、
材
が
堅

く
強
靭
で
家
具
や
楽
器
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
春
の
芽

出
し
が
赤
い
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。 

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 
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○
月
○
日 
晴
れ 

 

こ
の
と
こ
ろ
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
周
り
は
賑
や
か
だ
。 

 

ひ
と
つ
は
コ
ミ
セ
ン
の
裏
手
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

巨
大
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
う
な
る
よ
う

な
重
機
の
轟
音
と
、
手
持
ち
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
甲
高
い

音
で
あ
る
。 

 

9
月
23
日
（
月
・
秋
分
の
日
）
に
、
北
部
コ
ミ
セ

ン
を
会
場
に
「
第
6
回
い
わ
て
の
森
林
の
感
謝
祭
」
が

開
催
さ
れ
る
。
県
や
村
な
ど
が
主
催
す
る
、
桜
の
植
栽

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
る
大
掛
か
り
な

イ
ベ
ン
ト
だ
。 

 

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
コ
ミ
セ
ン
か
ら
一
本
木
小
学
校

に
下
り
る
道
の
両
側
を
桜
並
木
に
す
る
計
画
な
の
だ
。

そ
の
た
め
に
い
ま
ま
で
う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
道
路

脇
の
松
や
杉
の
伐
採
作
業
が
進
ん
で
い
る
。 

 

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
は
松
の
根
元
を
が
っ
ち
り
掴
ん
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
切
断

し
、
作
業
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
と
こ
ろ
に
放
り
投

げ
て
し
ま
う
。
す
ご
い
…
。 

コ
ミ
セ
ン
の
敷
地
内

も
桜
を
植
樹
す
る
た
め

に
、
松
が
き
れ
い
に
伐
採

さ
れ
た
。
細
く
背
が
高
い

松
で
倒
木
の
危
険
が
あ

っ
た
の
で
安
心
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
桜
並
木

に
な
る
道
路
の
舗
装
工

事
だ
。
だ
い
ぶ
路
面
が
傷

ん
で
い
た
の
で
、
古
い
舗

装
を
は
が
し
て
舗
装
を

し
直
す
と
い
う
。 

 

こ
こ
に
も
巨
大
な
重

機
が
投
入
さ
れ
、
自
走
し
な
が
ら
腹
の
あ
た
り
で
舗
装

を
は
が
し
、
前
方
に
伸
び
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
ダ

ン
プ
に
流
し
込
ん
で
い
く
。
何
台
も
の
ダ
ン
プ
が
待
機

し
、
次
々
と
重
機
の
前
に
配
置
さ
れ
荷
台
は
あ
っ
と
い

う
間
に
一
杯
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。
道
路
切
削
機
ロ
ー

ド
カ
ッ
タ
ー
と
い
う
ら
し
い
。
す
、
す
ご
い
…
。 

 
そ
し
て
や
っ
ぱ
り
夏
。
コ
ミ
セ
ン
の
周
り
も
う
る
さ

い
く
ら
い
の
蝉
の
大
合
唱
だ
。 

 

そ
ん
な
中
、
花
壇
を
見
回
っ
て
い
た
所
長
が
、
羽
化

の
真
っ
最
中
の
蝉
を
見

つ
け
た
。
何
年
も
花
壇
の

土
の
中
で
過
ご
し
、
今
ま

さ
に
成
虫
に
な
っ
た
瞬

間
だ
。 

こ
の
時
ば
か
り
は
重

機
の
轟
音
も
耳
に
入
ら

ず
、
自
然
の
神
秘
に
見
入

っ
て
し
ま
っ
た
。（
塩
田
） 

                           

北
コ
ミ
日
記 

北 の 湯 開 設 日    ★健康相談日 

８月１３日（火）  ８月１６日（金） 

８月２０日（火） ★８月２３日（金） 

８月２７日（火） ★８月３０日（金） 

９月 ３日（火） ★９月 ６日（金） 

９月１０日（火） ★９月１３日（金） 

 

毎週火・金曜日 午後１時～５時 

無料 ６０歳以上の村民の方対象 

※８月は６時まで延長。９月から５時まで。 

 

お盆期間も 

北の湯、やってます 

２４節気 72 候 立秋 寒蝉鳴く ひぐらしなく 

カナカナ……と、ひぐらしが鳴くころ。夕暮れに響く虫の声は、

はかない夏の夢のよう。     ◇日本の七十二候を楽しむ（東邦出版）より 


